
シリーズ刈田病院　Chapter３

　２カ月に１回、水道と下水道のしくみや事業についてお知らせしています。
　今回は、安心・安全な水をお届けするために行っている水質検査と水道週
間についてです。 問上下水道事業所　☎25-5522

～水道水の水質検査と水道週間～

くらしのなかの 水道・下水道水道・下水道

Dr. すいどー

■水道水の水質検査ついて
　水道水は、水道法で定める水質基準に適合するものでなければなりません。水質基準には、「健康」
と「水道水の性状」に関する項目などが定められており、水道事業体は水質検査計画を策定し、水道利
用者への情報提供と水道水の検査を実施することとなっています。
　本市では、安全で良質な水道水をお届けするために、水道法に基づき「令和３年度水道水質検査計画」
を策定しました。水質検査は毎月、水源３カ所、給水栓８カ所から採水し、専門の検査機関で高精度機
器や顕微鏡、味覚や嗅覚の感覚など最大51項目のさまざまな方法の検査を行い、健康に影響がない安心・
安全な水であることを確認しています。
　また、水道水の消毒効果を示す残留塩素濃度
は、配水管の管末付近の６カ所に設置した「自
動測定装置」で24時間監視を行い塩素濃度を
確認しています。
　蛇口を開けばいつでも出てくる水道水が、安
心・安全においしく飲めるようにこれからも水
質の管理を徹底していきます。

■令和３年６月１日から７日までは第63回「水道週間」です
　水道週間は、厚生労働省が、各事業体での広報活動などをとおして、水道への理解と関心を高めるこ
とを目的に昭和34年から実施されています。
　本年は、「生活も　ウイルス予防も　蛇口から」をスローガンに広報活動などが実施されます。
　本市では、令和３年３月に策定した「水道ビジョン」をホームページで公表しており、水道事業の現
状や課題、将来の方向性をお伝えしています。また、期間中は上下水道事業所に横断幕を設置するとと
もに、小・中学校などへポスターを配布し、水道に関する広報活動を行います。
　水道週間をきっかけに、わたしたちの暮らしの中の水道について考えてみましょう。

※ 令和３年度水道水質検査計画と令和２年度に実施した水質検査結果は、上下水道事業所のホーム
ページでお知らせしています。

▲精密機器を使用した水質検査 ▲水道水の採水場所と残留塩素濃度の測定場所
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▲�山田管理者から辞令を受ける濟陽医師
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